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1.天気予報のニュース画面より作成
2.圧力洗浄機を用いて放射能汚染検査器を洗った
3.原子力規制庁HP「放射線モニタリング情報」より作成
4.原子力規制庁HPデータより筆者編集
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空間線量率［μSv/h］

東京都新宿区の空間線量率(2019/10)
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台風19号通過時の空間線量率の上昇（マイクロシーベルト毎時）
※通常時の数値（平均）からの上昇分を記載
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ここまで浸水

　　3940　　ひろば　497 号

台風１９号と放射線
東北放射線科学センター　理事　石井 慶造

10
月
12
日
、「
台
風
19
号
が
静
岡

県
の
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
た
」と
の

報
道
を
聞
い
た
。
こ
の
と
き
、
61
年

前（
1
9
5
8
年
）に
伊
豆
半
島
に
上

陸
し
、
豪
雨
で
死
者
・
行
方
不
明
者

１
２
６
９
名
、
全
壊
・
半
壊
・
流
出
の

家
屋
1
万
6
7
4
3
戸
、
床
上
・
床
下

浸
水
の
家
屋
52
万
1
7
1
5
戸
と
非
常

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
狩
野
川

台
風
の
悲
惨
な
情
景
が
思
い
起
こ
さ
れ

た
。
私
は
当
時
、
伊
豆
の
山
の
中
に
住

ん
で
お
り
、
狩
野
川
の
支
流
の
洪
水
で

同
級
生
、
親
戚
を
失
う
な
ど
の
悲
惨
な

経
験
を
し
た
。

今
回
の
台
風
は
日
本
の
台
風
史
上

最
大
規
模
で
あ
り
、
通
常
の
台
風
の

大
き
さ
が
７
０
０
ｋｍ
前
後
で
あ
る
の

に
対
し
て
約
２
０
０
０
ｋｍ
も
あ
る
と

予
告
さ
れ
て
い
た（
図
１
）。
大
き
な

被
害
が
無
い
よ
う
願
っ
て
い
た
が
、

雨
量
は
狩
野
川
台
風
と
同
程
度
で
あ

り
、
広
範
囲
で
深
刻
な
水
害
が
あ
っ

た
。
今
台
風
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
刻
も
早
い
復

興
を
祈
念
す
る
。

宮
城
県
で
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
丸
森
町
の
農
産
物
直
売
所「
小
斎　

蔵
の
市
」の
今
野
宗
敏
さ
ん
か
ら
、

私
が
か
つ
て
開
発
し
た「
丸
ご
と
放

射
能
汚
染
検
査
器
」（
東
北
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
放
射
能
災
害
再
生
工

学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
有
・
図
２
）が

約
１
･
５
m
浸
水
し
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
水
が
治
ま
っ
た

10
月
21
日
に
東
北
大
学
同
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
共
に
現
場
を
訪
れ
る
と
、

汚
染
検
査
器
は
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て

い
た
。
東
日
本
震
災
か
ら
８
年
が
経

過
し
、
多
く
の
地
域
で
農
作
物
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
は
ほ
と
ん
ど
確

認
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

こ
こ
で
の
汚
染
検
査
も
終
了
す
る
こ

と
も
考
え
た
が
、
食
の
安
全
の
信
頼

を
得
る
た
め
に
、
検
査
を
続
け
た
い

と
の
要
望
が
強
か
っ
た
た
め
、
修
理

を
依
頼
し
た
。

最
近
の
農
作
物
の
汚
染
状
況
を

聞
く
と
、
山
で
採
れ
る
キ
ノ
コ
が

１
０
０
Bq
／
ｋｇ
以
下
と
な
っ
て
、
販

売
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
特
に
、
マ
ツ
タ
ケ
が
販
売
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
人
を
呼
び
こ
め

る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
。
マ

ツ
タ
ケ
な
ど
は
荒
れ
地
に
生
え
る
の

で
、
荒
れ
地
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

こ
の
８
年
の
間
の
雨
で
除
染
さ
れ
た

の
で
は
と
今
野
さ
ん
は
推
測
し
て
い

た
。
実
際
、
我
々
の
調
査
に
よ
る
と

福
島
県
飯
館
村
の
山
中
で
採
れ
る
山

菜
も
現
在
で
は
１
０
０
Bq
／
kg
以
下

と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
降
雨

に
よ
る
除
染
効
果
は
確
か
ら
し
い
。

23
日
に
再
び
丸
森
町
を
訪
れ
た

我
々
は
、
町
役
場
の
協
力
の
も
と
、

降
雨
に
よ
る
汚
染
粘
土
粒
子
の
除
染

効
果
を
調
べ
る
た
め
に
流
出
さ
れ

た
土
壌
の
採
取
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
ま
ず
、
東
北
大
学
同
セ
ン
タ
ー

が
月
に
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
空
間
線

量
を
測
定
し
て
い
る
筆ひ
っ
ぽ甫
小
学
校
を

目
指
し
た
。
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
空
間
線
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ

0
･
0
7
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎

時
と
い
つ
も
通
り
の
値
を
示
し
た
。

除
染
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
所
も
同

じ
値
を
示
し
た
の
で
、
今
野
さ
ん
が

言
っ
て
い
た
と
お
り
、
こ
の
結
果
は

こ
の
８
年
間
の
降
雨
に
よ
る
除
染
効

果
か
も
し
れ
な
い
。

後
日
、
丸
森
町
で
採
取
し
た
泥
土

の
セ
シ
ウ
ム
ー
1
3
7
の
放
射
能
を

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
検
出
器
で
測
定
し
た

と
こ
ろ
、
丸
森
町
役
場
付
近
に
流
れ

て
き
た
泥
土
は
４
０
４
Bq
／
kg 

、
筆

甫
小
学
校
付
近
で
は
２
８
７
Bq
／
kg
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
空
間
線
量
に
ほ

と
ん
ど
寄
与
し
な
い
数
値
で
あ
る
が
、

2
0
1
1
年
時
に
空
間
線
量
が
高

か
っ
た
筆
甫
の
土
砂
よ
り
も
、
丸
森

町
役
場
付
近
の
土
砂
の
比
放
射
能
が

高
い
結
果
は
、
除
染
し
て
い
な
い
山

野
か
ら
の
比
放
射
能
の
高
い
粘
土
質

の
土
砂
が
流
出
し
た
結
果
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
筆
甫
の
土
砂
は
、
放

射
能
の
高
い
粘
土
質
の
土
砂
の
多
く

は
下
流
に
流
れ
出
さ
れ
た
結
果
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
台

風
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
降
雨
で
も

起
こ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
執
筆
中
に「
原
子
力
規
制

庁
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
台
風
19
号
が
到

来
し
た
時
、
丸
森
町
と
東
京
の
空
間

線
量
率
が
急
激
に
上
昇
し
、
台
風
一

過
と
も
に
減
少
し
た
」こ
と
を
教
え
ら

れ
た（
図
３
）。
一
般
に
雨
が
降
る
と
、

空
間
線
量
率
が
上
が
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
地
か

ら
飛
散
し
た
ラ
ド
ン
2
2
2
な
ど
の

放
射
性
同
位
元
素
が
上
空
で
雨
と
一

緒
に
落
ち
て
く
る
こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
中
国
大
陸

で
飛
散
し
た
同
放
射
性
同
位
元
素
が

気
流
で
日
本
上
空
に
来
た
時
、
降
雨

が
あ
る
と
高
い
線
量
率
を
与
え
る
こ

と
が
あ
る
。

今
回
は
、
台
風
の
目
が
通
っ
た
東

京
の
空
間
線
量
率
の
上
昇
が
特
に
大

き
く
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
地
域
は
小

さ
か
っ
た（
図
４
）。
過
去
の
デ
ー
タ

で
も
、
台
風
の
目
の
場
所
は
い
つ
も

空
間
線
量
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
れ
は
、
台
風
の
目
の
上
昇
気

流
に
よ
っ
て
、
そ
の
周
り
の
平
地
の

空
気
が
吸
い
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に

大
地
か
ら
飛
散
し
大
気
中
に
存
在
し

て
い
た
ラ
ド
ン
2
2
2
な
ど
の
放
射

性
同
位
元
素
が
掻
き
集
め
ら
れ
、
台

風
の
目
の
近
傍
で
降
雨
と
共
に
降
っ

た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
床
か
ら
発
生
し
た
放
射
性

同
位
元
素
は
床
に
降
り
積
も
る
の
で
、

掃
除
機
で
集
塵
す
る
と
放
射
線
が
計

測
さ
れ
る
。
台
風
が
巨
大
な
集
塵
機

の
役
目
を
し
て
い
た
と
考
え
る
と
興

味
深
い
。


